













『波照間島の歴史・伝説考―仲本信幸遺稿集―』 (以下､ 『仲本遺稿集』) という私家
版の冊子がある (-../年発行)｡ 仲本信幸氏 (0123～0232) は､ 波照間島の歴史や伝
説にたいへん詳しい方でいらっしゃったようで､ 波照間島の民話や伝説､ 自身の諸体
験を原稿としてのこされていたらしい｡ この遺稿集を編集したのは､ 仲本氏の甥にあ
たる本田昭正氏である｡ 『仲本遺稿集』 の ｢はじめに｣ によれば､ 本田昭正氏は､ 伯
父の仲本信幸氏の遺された資料の価値に注目され､ 本田氏が0224年 (平成3年) に
定年退職されたときより､ 仲本氏の手書き原稿を上記冊子として活字化するように取
り組んできたとのことである｡
この冊子の51頁から34頁に､ ｢波照間島の俚諺｣ という章立てがあり､ 波照間方言
による11のことわざが､ ほぼ全体的にカタカナ表記で掲載され､ 仲本氏がそれら一つ
一つを解説している｡ 波照間方言の言語資料としても､ たいへん貴重なものと言える
だろう｡ 筆者 (西岡) は､ 仲本氏によるこれらことわざの記録について､ 波照間方言
の話者であり､ 仲本氏の縁者である本田フミ氏に尋ねて､ 波照間方言で発音していた





ている｡ はなはだ不完全な箇所もあり､ 今回は資料としての提示でとどめる｡ 諸氏か
らの批正を仰いで､ より完全なことわざ集を目指していきたい｡
なお､ 本稿のもとになった調査は､ 科学研究費・若手研究 () ｢琉球語テキスト
の収集と琉球語表現法の研究｣ (課題番号：) の一環としてなされたもので






まず､ 通し番号 (～) を付け､ (第 １ 行) に 『仲本遺稿集』 にあることわ
ざの原文をそのまま掲げる｡ ただし､ その前の部分に､ 便宜上､ 通し番号を付ける｡
冊子では ｢社会教育｣ (
～頁)､ ｢一般｣ (～	頁)､ ｢警告｣ (	～頁)､ ｢その
他の俚諺｣ (～頁) といった部立てもなされているけれども､ 本稿では割愛する｡
その次の行 (第行) に､ それら原文をもとに､ 本田フミ氏に答えていただいたこ
とわざの発音を音声記号で載せる｡ 冊子の原文と一致しない箇所や､ 本田フミ氏が部
分的に補った箇所もかなりある｡ 表記の際は､ 要素の切れ目にも注意し､ ハイフンで
その切れ目を示す｡ 第	行には音韻および文節の区切りを考慮したカナ転写を載せ
る｡ 波照間方言に特徴的な母音の無声化を含む音声は､ 中抜き文字で示すことにした｡
第行には､ 仲本氏の遺稿集にある解説をもとに､ 大まかな共通語訳を掲げる｡ も
との波照間方言の語形を伝えるために､ 一部直訳調になっているところもある｡ 第
行以下には､ ※付きで注記を載せる｡ この注記は 『仲本遺稿集』 と本田フミ氏からの
聞き書きをもとにしている｡ (『仲本遺稿集』) はそこからの抜書き､ (フミ氏) は本田
フミ氏からの聞き書きについて筆者がまとめたものである｡ 語義については､ 適宜
『石垣方言辞典』 (宮城信勇著､ 	年､ 沖縄タイムス社) 等を参考にした｡ なお､ こ
とわざとは直接関係なく､ アクセントで最小対立をなす語を聞いているところがある
が､ 上昇調を [ ､ 下降調を] で表示している｡
－－
〈例〉





(第行) ※沖縄の ｢ヌチドゥ タカラ｣ に通ずることわざ｡ 『仲本遺稿
集』 では､ ｢健康長命して始めて宝玉を得ることができる｣ と








アンチゥンヌヌ ナカガラ メェーチゥンヌ マリル｡
粟粒の中から､ 米粒が生まれる｡
※粟より米が美味しい (フミ氏)｡ ｢人は努力次第で価値が決まる｣ (『仲本遺稿





イシマシヤ クイラルンシゥカ､ ピゥトゥマシヤ クイラルヌ｡
石垣は越えられるが､ 人垣は越えられない｡
※(クイラルン) を(フクレン)､ (クイラル
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ル カチン カカル､ 高い木がこそ風も掛かる) という言い方もある (フミ
氏)｡ ｢自己の正しい信念を固持して生きるべき｣ (『仲本遺稿集』)｡
 ｢ウタマヤ ウヤヌミンタカサナルチャラ ナラハヌ｣

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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マ､ 子ども) や(ミン､ 目) は､ 波照間方言ならではの単語である｡
 ｢ウタマー ジンヌカミド タボル｣

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 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ンドゥ) は､ (カミドゥ)､ (カンドゥ) も可能か (フミ氏)｡
｢子供は神の子で､ 天の神が授けるのである｣ (『仲本遺稿集』)｡




    
ウタマヤ タタミヌ パナ フミバドゥ メッフナ マリル｡
－	－
子どもは畳の表を踏んでこそ､ 賢い子 (利口者) に生まれ育つ｡
※｢幼少の頃から識者を頼って､ 教訓を受けることが成功の要である｣ (『仲本
遺稿集』)｡ (メッフナ) は､ 石垣方言などのマイフナー (＜まゑ
くが､ 利口者) に対応する語 (『石垣方言辞典』)｡








ウタマヤ マタビシヌ シタガラ フカシバドゥ メッフナ マリル｡
子どもは股ぐらの下をくぐらせてこそ､ 賢い子に生まれ育つ｡
※｢子供は､ 人の股間を通り抜けるように謙虚にさせないと成功しない｣ (『仲
本遺稿集』)｡ ｢くぐる｣ は石垣方言で ｢フキルン｣ という (『石垣方言辞典』)｡






ピゥトゥヌ パナ ウチゥガラ､ キヌ パナ フカガラ｡
人の花は内から､ 木の花は外から｡
※｢人間は栄養がよいと膚色がよく､ 草木は肥培をよくすることで花や実の色
つやがよくなる｣ (『仲本遺稿集』)｡ または､ 内面の大切さを唱えたものか｡






















※原文の ｢ウヤヌユシ｣ よりは､ ｢ウヤユシ｣ が普通に使われるという (フミ
氏)｡ ｢親は子の欠点に気付いて忠告し､ また親の欠点は子が認めて進言せよ｣
(『仲本遺稿集』)｡ 沖縄でも ｢ウヤユシ､ ックヮユシ｣ という｡
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ピゥトゥ ミチャラ､ ウントゥ ミリ｡
人を見たら､ 鬼と見なさい｡
※(ウン) は鬼のこと (フミ氏)｡ ｢人をよく見て警戒し油断するな｣ (『仲
本遺稿集』)｡ 実際は ｢ウン＋トゥミリ｣ (鬼＋と思え) がもとの切り方か｡
｢～チャラ｣ は口語では ｢～チャラー｣ (加治工真市 ：)｡
 ｢カシカイ シンパクチャラ ドーニムドル｣
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カチニ シゥン パクチャラ､ ドゥーニ ムドゥル｡
風に唾を吐いたら､ 自分に戻ってくる｡
※	(シゥンバ､ 唾をば)､ 		(ドゥンガ､ 自分にが) などという
言い換えの形もある (フミ氏)｡ ｢風に向かってつばを吐くと､ そのつばは我
が身に戻ってくる｣ (『仲本遺稿集』)｡
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カンバチゥヤ ヨンナ､ ピゥトゥバチゥヤ サラヌ フタガラ スグ クン｡
－－
神の罰はゆっくり､ 人の罰はすぐ来る｡
※(ヨンナ) は､ (ヨーヨートゥ､ ゆっくりと) でも可 (フミ
氏)｡ ｢神に対する不敬行為への神罰は､ ゆっくり来るが､ 人間に対する悪い
行為への罰は､ 短日時のうちにやってくる｣ (『仲本遺稿集』)｡ ｢サラヌフタ
マラソ｣ あるいは ｢サラヌ フタガラ｣ の意味は未調査｡
	
 ｢タピシチャラ シマナライドダイイチ｣
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タピゥ ッシャラ､ シゥマナライドゥ ダイイチ｡
旅をしたら､ 島習い (当地の習慣に従うこと) が第一｡
※｢旅行中心得るべきことは､ その島の習慣に従うべき｣ (『仲本遺稿集』)｡ 









 ｢カアチヌピンヤ ピトスコウナ､ スカワリルナ｣
  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 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キーヌ マガリヤ ノーサリルシゥカ､ ピゥトゥヌ マガリヤ ノーサラヌ｡
－－
木の曲がりは直せるけれど､ 人の曲がりは直せない｡
※ (ノーサラヌ) は､  (ノーサルヌ) でも可か (フ
ミ氏)｡ ｢木の曲がったのは矯正できるが､ 人間の根性の曲ったものは矯正で
きない｣ (『仲本遺稿集』)｡ 沖縄の ｢キーヌ マガイヤ チカーリユシガ､ ク
クルヌ マガイヤ チカーラン｣ などと対応する｡
	
	 ｢シムヌアリバル フクンアル｣
   
シゥムヌ アリバル フクン アル｡
肝 (心) があるからこそ､ 報恩もあるのだ｡
※｢与える恩は､ 必ず自分に戻ってくる｡ 『情は人の為ならず』｣ (『仲本遺稿集』)｡
	
 ｢キヌスラ ミラルン ピトヌスラ ミラルヌ｣
     
キヌ スラヤ ミラルン｡ ピゥトゥヌ スラヤ ミラルヌ｡
木の末 (梢) は見える｡ 人の末 (将来) は見えない｡
※(ミラルン) を(ミラルンシゥカ､ 見えるが) と
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くのだぞ｡) という表現もある (フミ氏)｡ ｢秘密などだれも聞くものいない
と思って口外すると､ 外に漏れて意外の結果になることがあるとの警告｣
(『仲本遺稿集』)｡
 ｢サニシャ バッシンガ クリシャ バッシキラルヌ｣
	 	 
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氏)｡ ｢喜楽は忘れ易いが､ 後悔事は忘れられない思い出になる｣ (『仲本遺稿
集』)｡
 ｢シキンヌフチヤ 三日ドウグ､ 七十日シケェルン｣
 
	  	 
 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シキンヌ フチゥヤ ミッカドゥ アルシゥカ､ ナナジューニチシ ケールン｡
世間の噂は三日あるけれども､ 七十日で消えるものだ｡
※｢世間のうわさ話は三日で流され､ 七十日もたてば完全に消滅する｣ (『仲本
遺稿集』)｡  (～シ ケールン､ ～で消える) となっているが､






※｢怠慢を戒める忠言｣ (『仲本遺稿集』)｡ 	  (マーパカ
ラサー ネーヌ､ 全く利口でない) という言い方もある (フミ氏)｡ 『石垣方
言辞典』 の見出し語 ｢ハカラサーネーヌ｣ に ｢①愚かである｡ ②無能である｡
③不器用である｡｣ との記述がある｡
－－







※『仲本遺稿集』 では ｢ウイシグト｣ とあるが､ フミ氏は(ウイシ)｡ 石
垣方言の ｢ウイシゥ｣ (仰せ) と対応する語か (『石垣方言辞典』)｡




















※｢忍耐を美徳とし､ 怒りは敵になる｣ (『仲本遺稿集』)｡ 石垣方言に ｢タライ
チゥキン｣ (寛大で人を大目にみる) がある (『石垣方言辞典』)｡ ｢あなたも
私も良いようにしましょうね｣ の意 (フミ氏)｡ ｢美しい｣ は波照間方言の口










(パンタ) は ｢忙しい｣ の意で､
｢子供を養うのに忙しい｣ の意 (フミ氏)｡ 『石垣方言辞典』 にも見出し語
－－
｢パンタ｣ に ｢繁多｡ 多忙｡｣ とあり､ ｢チゥカナイヌ パンタ (養育の最中､
子供の養育に手間暇のかかる時期)｡｣ との説明もある｡
 ｢ツナヌアマリヤ ツカリスガ､ ムニヌアマリヤツカルヌ｣
	
































ドゥーヌ タキ､ ドゥーヤ シラヌ｡
自分の身の丈を､ 自分は知らない｡
※｢自分の長所短所は､ 自分では不明である｣ (『仲本遺稿集』)｡









トゥーサヌ ウチゥザガラ トゥナリヌ ウチゥザンドゥ マーウチゥザ｡
遠くの身内より隣りの身内こそ､ 本当の身内｡







※｢妻の長所を認めず､ 短所ばかり見て､ どなったりしている者は､ 思慮分別









ナーダニヤ カクサリン｡ ピゥトゥダニヤ カクサルヌ｡
菜の種は隠せる｡ 人の種は隠せない｡
※｢種子は (土) で被いかくせるが､ 親戚縁者の血縁関係は強いものであり､
血統には疎遠にならないよう心掛けよと教えている｣ (『仲本遺稿集』)｡
		
(ナーダニ) の	(ナー) は ｢菜｣ のことで､ 	
(カク
サリン､ 隠せる) は､ 	
(カクサリルン) でも可である (フミ
氏)｡ 『石垣方言辞典』 の見出し語 ｢ナーダニ｣ に ｢菜種｣ とある｡ ただし､
杉村孝夫 (：) には ｢ナンダニ[		
] (菜種)｣ とある｡
 ｢ナグウタマニ ヂィヤヌマス｣
	 			  	




			(ウタマヤ､ 子どもは) を		(ウタマン､ 子どもに) に
替えても良く､ また､ (ジゥー､ 乳) は､ 
(ジー) という発音もし
ている (フミ氏)｡ ｢乳｣ は､ 宮良当壮 ([]：) ではチィー []､





























もあるか｡ この諺の意は､ 泥棒しても盗らなかったと言い張ること (フミ氏)｡
 ｢パラダグナカド カフヤクル｣

	 	 	 		
パタラグ ナカドゥ カフヤ クル｡
働く中にこそ果報は来る｡
※｢勤労こそ果報のもとである｣ (『仲本遺稿集』)｡ 		(クル､ 来る､ 係り結















不可能である｣ (『仲本遺稿集』)｡ 石垣方言にも ｢チゥムルン｣ (①つもる｡



















(チ) が(チゥ) であっても可｡ また､ 
	
(ピゥトゥマチヤ)
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マリヤ ピゥトゥピゥン､ シゥニン ピゥトゥピゥン｡
生まれは一日､ 死ぬのも一日｡
※｢人の生は一日で生まれ､ また死も一日で終り､ 生あるものは必ず死ぬもの
であり､ 人生を有意義に生きることが大切である｣ (『仲本遺稿集』)｡ 原文の
｢一 (イチ) ニチ｣ は標準語である (フミ氏)｡
 ｢ピトピライヤ ベーフタツネーシ｣
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※｢土地や金銭上の問題は､ 大金 (千表の米) を出してでもきっぱり解決して､
後顧の憂いをなくした方がよい (『仲本遺稿集』)｡ 	
(ジンムン
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	 	 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ヤラビヌ フチゥナ フサビン ブン｡
子どもの口には小魚もいる｡
※｢子供には食事の好き嫌いはないが､ 年を重ねるにつれて嗜好が違うように
なる｣ (『仲本遺稿集』)｡ 子供はよくひもじいと言う｡ 原文は ｢フチニ｣ だが､





※｢人間にとって､ 空腹は我慢できない辛いことである｣ (『仲本遺稿集』)｡ ほ






※｢夜でも昼の如く働かなければならない｣ (『仲本遺稿集』)｡ ｢働いている｣ こ














 ｢ブスクヌヤマヌ イリガラマリルムヌヤ､ シマムツッア フンムツッアデウ
マリ､ ブスクヌヤマヌアーリカラ マリルムヌヤ､ シマトウサ フントウサデ
ドウマリル｣








ブシゥクヌ ヤマヌ イリガラ マリル ムヌヤ､
シゥマムツァー フンムツァーディドゥ マリル｡

















ブーマミヌ パナザレヤ ピゥトゥパタン タピゥ シミレ｡
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インヌ フチゥ ピゥトゥ フォン｡
洞窟の口は人を食らう｡
※｢入る前によく調べてから入洞せよ｣ (『仲本遺稿集』)｡ (フチゥ､ 口)
は､ 助詞ヤを付けて､ 
(フチゥヤ､ 口は) がより自然｡ 
(犬の口) と [] [(洞窟の口) でアクセントの対立があるとの













 ｢アリリヤ トウスナ､ ネンリヤ タチルナ｣
 	
 	  	
 	
アル ムヌヤ トゥースナ｡ ネーヌ ムヌヤ タチルナ｡
有るものは倒すな｡ 無いものは立てるな｡
※｢旧慣は守ってなくすな､ 新しい慣習は作るな｣ (『仲本遺稿集』)｡ 原文は
｢リ｣ (理？) であるが､ フミ氏は ｢ムヌ｣ (物) に直している｡ ｢倒す｣ は､






※｢只ほど高いものはない｣ (『仲本遺稿集』)｡  (ムヌ､ 物) は､ 





海惚れ (海の馬鹿)､ 真惚れ (真の馬鹿)｡
※｢つり馬鹿にならぬ様警告している｣ (『仲本遺稿集』)｡ 		(イン
ブリムン､ 海惚れ者＞海の愚か者)､ 		(マーブリムン､ 真惚
れ者＞本当の愚か者) という言い方もある｡ 助詞 ｢ヤ｣ を付けて ｢インブリ







※｢かじ (船頭) を失った船は島に安着できず､ 村や国でも指導者を失うと進










 ｢キノウヤ ピトヌウイ､ キュウヤ ドウヌウイ｣
	
 		 	 	
 		 	
シゥヌーヤ ピゥトゥヌ ウイ､ キューヤ ドゥヌ ウイ｡
昨日は他人の上､ 今日は自分の上｡
※｢他人にかかることは､ 必ず我が身にもかかる｣ (『仲本遺稿集』)｡ 	(シゥ












(ガニ) と言ってもよい (フミ氏)｡ 波















(ピキ) は ｢引くこと｣ か (フミ氏)｡ ｢縁故｣ を意味する語ならば､ 






※｢耳を垂らした温順そうな馬が､ かえって人を咬む｣ (『仲本遺稿集』) とある｡
	
	(ミンダレウマ) は､ 居眠り馬のこと (フミ氏)｡ ｢耳垂れ
馬｣ か ｢目垂れ馬｣ か｡ 『石垣方言辞典』 には､ ｢ミーダルン｣ で ｢眠たくな
る｣ とあるので､ ｢目垂れ馬｣ が正しいか｡
 ｢ムンヌ プチピレェ､ ユミソオウラリン｣
	

  	 

ムンヌ フチビレー ユミン ソラルヌ｡
物の口付き合い､ 嫁も連れてこられない？？
※｢小麦は脱穀して乾燥させると､ 著しく目減りするので､ 嫁に嫌疑がかかっ
て離婚沙汰にまでなる｣ (『仲本遺稿集』)｡ あまりよく分からない諺で､ 最初
の ｢ムン｣ が ｢麦｣ か ｢物｣ かも不明である (フミ氏)｡
 ｢ユクツクチャラ マタサキルン｣
  	 
ユグ シゥクチャラ マタン サキルン｡
欲が付いたら､ 股も裂ける｡















 ｢シィヌヤミー アルギムヌトメホーン､ パンヌヤミー ムヌトメハールヌ｣
 
	   	
 
	  	
シーヌ ヤムチャラ アルギ ムヌン トゥミホーン｡





	(ヤムチャラ､ 痛かったら) は､ 


(ヤミヤ､ 痛みは) でも可｡ 	 (トゥミハールヌ､ 探せない)
は､ (ハールヌ) でも通じる (フミ氏)｡
 ｢イイチル クトバ｣ ｢イニヌ アァラ｣
	 	  
イーチル クトゥバ､ インヌ アーラ｡
言う言葉は稲のアラ｡
※二つの項目が､ 一つの諺として繋がっているか (この項目､ 要再考)｡ 前者
－－
は ｢言葉はなるべく丁重で､ 上品に使え｣ (『仲本遺稿集』)｡ 後者は ｢悪いも
のは隠しても､ 善と悪ははっきり分る｣ (『仲本遺稿集』)｡ ｢アーラ｣ は､ 白
米の中に混じる雑物で､ 善悪の悪にあたるもの｡ (クトゥバ､ 言葉)










(『仲本遺稿集』)｡ [](歯)､ [(足) でアクセント対立あり (フミ氏)｡
｢ウガルン｣ は ｢受かる｣ と関係がある語か｡




ブートゥリヌ トゥプチャラ､ キーバ ヌクス｡
大鳥が飛んだら､ 羽毛をば残す｡
※｢偉い人が旅立った後には､ 必ず住民の福祉になるものを与えて行く｣ (『仲





ブーカチヌ アトヮー ナギドゥドゥ スル｡
大風の後は凪になる｡
※｢騒動の後の静けさを表している｡ 雨降って地固まると同じ諺である｣ (『仲







デーグヌ ヒーニ ヌン ネーヌ｡
大工の家に鑿が無い｡
※｢不足したからと云って嘆くな､ 働いて求めよ｣ (『仲本遺稿集』)｡




タカヌ モーチャラ､ ガラシゥン モー｡
鷹が舞ったら､ 烏も舞う｡
※｢何事も自主の精神が必要である｣ (『仲本遺稿集』)｡ 沖縄の ｢タカヌ モー
レー､ ガラシン モーユン｣ に相当する｡
 ｢アマスクルヌウギバド ブスプンウグ｣

			 		 		 		
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	  	 	 



























※｢古い家屋の造作 (改築) は､ 金が余計かかる反面､ 効果のあがらない骨折
損を言っている｣ (『仲本遺稿集』)｡ ｢フルヒ｣ (古家) は ｢フルヒー｣ でも可｡
｢ゾウサク｣ とはあまり言わず､ (ゾーシゥキ) と言うとのこと


















ミシュヌ バギパナ､ オーナリ ミシンナ｡
－－
味噌の発酵しはじめのときは嫉妬を見せるな｡
※｢味噌の発酵時は､ 香りも味もよくないので､ おおなり [筆者注：うわなり
ねたみ] 見せたら､ 味噌作りが下手だと嘲笑されるおそれがある｣ (『仲本遺
稿集』)｡ 『石垣方言辞典』 には､ 見出し語 ｢バグン｣ に ｢①湧く｡ ②醗酵す
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